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都道府県立図書館の中で蔵書冊数 全国３位

県立図書館の蔵書冊数は

を超えているんです！！

１５０万冊

Library Newsletter

１５０万冊ってどれくらい？

仮に１冊１㎝と仮定して、平積みすると１５㎞

の高さになります。

これは富士山約４個分に相当します。

これだけの蔵書等を保存していくための様々な

取組をご紹介していきます。

【内容】 見開き２・３頁・・・・・資料保存の取組等

裏表紙 ・・・・・・・・・ 長期保存の方法と技術

県立図書館が進める「資料保存」

さいたまけんりつ図書館だより

平成 年 月発行

編集 埼玉県立図書館 広報委員会

発行 埼玉県立熊谷図書館

熊谷市箱田５－６－１

電話 ０４８ ５２３ ６２９１

１

埼玉県立図書館

ウェブサイト

会場：県立久喜図書館 視聴覚ホール お申込みは不要です。当日先着順 140名

「子ども読書の日」記念 おおきなおはなし会

日時 : ４月２1日（土）午前の部10時30分～11時50分、午後の部1時30分～2時40分

おはなしと音楽が楽しめるスペシャルおはなし会を、午前と午後の２回開催します。

協力：読み聞かせボランティア「トムの会」、埼玉県立久喜高等学校吹奏楽部、たまごさんど

イベントのお知らせ

お問い合せ 県立久喜図書館（電話：０４８０－２１－２６５９）

長期保存のための方法

資料保存ウェブサイト 未来へつながる保存の技術

QRコード 資料保存

●資料保存の基礎

基本的な考え方、予防と手当

資料保存の5つの方法

●劣化の原因

環境、本の構造、日常の取扱い、

誤った修理

●日頃の本のケア

本を傷めない取り出し方

ドライクリーニング

ページの折れ、水濡れの手当

埼玉県立図書館ウェブサイト「資料保存」ページでは、資料保存
の基本的な知識と、図書館で実施している補修技術を紹介し、保
存活動の普及に努めています。

ウェブサイトトップページま

たはQRコードからどうぞ！

●修理の技術

材料と道具、修理の実際

●リンク集

専門機関サイトの紹介

ＰＤＦ版

ウェブで

公開

壊れちゃった本、どうしてますか？

本の構造から材料・道具、基本的

な修理方法まで、「そこが知りたい」

が満載！ わかりやすいイラスト付

きで、11種、館内で配布してます！

「本の修理 きほんのき」１～１０、プラス1

×

図書館の資料は、環境や利用、経年に

より劣化が進行していきます。

将来の利用に備えて、それ以上劣化

が進行しないように、修理をせずに中性

紙封筒に入れ、そのまま保存し、注意し

てご利用いただくこともあります。

図書館で借りた本が傷んでいたら

ページはずれ、やぶれ、書き込み、切り取り…

セロテープ
やだよ～

返却後、図書館で修理が必要か判断します。
どこが壊れていたか、カウンター職員まで

お知らせください。ブックポスト返却や

ご自身での修理はご遠慮ください。

中性紙封筒

和紙とでんぷん糊

あなたの「調べる」を応援します 埼玉県立図書館

修理をする場合でも、原形（オリジナ

ル）を尊重し、安全な材料（でんぷん糊

と和紙）を使って、可逆性（元に戻せる

修理）を心がけて修理を行います。

貸出や複写ができない場合もありま

すが、将来の利用のために、ご理解・ご

協力をお願いします。
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県立図書館では、貴重な資料を後世へ伝えるため、様々な資料保存の取組を実施しています。

膨大な資料を書庫で保存

新聞地域版の保存

貴重資料のデジタル化

移管による雑誌の受入・保存

県立図書館では、県内の市町村立図書館で保存期間を過ぎ廃

棄対象となった雑誌の中から、熊谷、久喜各館の分担分野に

沿ったタイトルを選択し、受入れています。県域における最終

的な保存の役割を担っています。保存の観点から、発行後２年

以上経過した雑誌は館内でご利用いただいております。

長い年月をかけて蓄積した雑誌は、調査や研究に役立つ貴

重な資料群となります。インターネットでいろいろな情報を

集められるようになりましたが、雑誌記事が唯一の情報源で

あることもしばしばあります。県立図書館では、多種多様な

タイトルを収集し、より多くの情報を提供できるよう移管雑

誌の収集・保存にこれからも努めていきます。

県立熊谷図書館の外部書庫には、約 万冊の資料

（図書約 万冊、雑誌約 万冊、視聴覚資料約 万

点、他に新聞等）があります。

写真は、外部書庫の中でも一番大きな部屋です。

膨大な数の蔵書を保管していることがお分かりいた

だけると思います。数十メートル先までびっしりと

設置された書架に蔵書が収められていて、圧巻の光

景です。

県立図書館では、県民の貴重な財産である蔵書の適切な運用管理に努めています。

県立図書館ウェブサイト、デジタルライブラリー

の「埼玉県地誌略」【 年（明治 年）刊】から

抜粋です。

この資料は、埼玉県が発行しており、当時の小学

生向け地理教科書です。県内の景勝地なども挿絵で

紹介しています。

県立図書館では、このように貴重資料をデジタルし、その画像をウェブサイトで公開しています。

県立熊谷図書館が所蔵している資料のうち、貴重書（和書や錦絵など 点: 冊）、絵図（ 点）、

図書（ 冊）、雑誌（ タイトル： 冊）の画像を見ることができます。

《埼玉県立図書館デジタルライブラリー》

（ ）

今年は明治 年の節目の年です。改めて、近代の

歴史などに思いを馳せてみてはいかがでしょうか。

県立図書館では、新聞の全国紙の地域面、いわゆる

「埼玉版」の原紙を製本して保存しています。

刊行されている新聞の縮刷版では、「埼玉版」は掲載

されていませんが、県立図書館では、地域の資源とし

て、「埼玉版」を保存しています。

また、現物の新聞は、時間の経過とともに、どうして

も劣化してしまいます。

県立図書館では、このように、地域資料を保存する地道な取組を継続して実施しています。

そこで、貴重な資料を後世まで伝えるため、その内容をマイクロフィルム版でも保存しています。

埼玉県マスコット「コバトン」
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